　障-様式-003
特別核燃料貯蔵室立入願
　　　　　　　　　年　　月　　日
ＲＩ管理室長　中央管理室長　核燃料管理室長　殿　　　　
立入申請者*1　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当所員*1）　　　　　　　　　　　
該当する下欄「□」にマークを付すこと。　　　　　　　　　　　　　
立入目的：□一時立入、□放射線業務*2
業務従事者として立ち入る場合の当該所属機関における種別*2：□放射線障害防止法　□原子炉等規制法

所定の教育*3：□既に受けています　□作業前までに受けます
特別核燃料貯蔵室以外の立入場所：□無　□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
下記「立入・被ばく線量等の記録」に示す者について、上記目的による特別核燃料貯蔵室等への立ち入りを許可願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　管理区域立入許可書・放射線業務許可書＊2　　　　年　　月　　日

（兼　放射線業務従事者認定証＊2）
立入申請者　殿　　　　　　　　　　　　
下記の者の上記管理区域への立ち入り及び放射線業務を許可する。本許可の有効期間は下記「立入・被ばく線量等の記録」に記された立入期間とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＩ管理室長　　　印

中央管理室長　    印　
　　　                                                                核燃料管理室長　  印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

立入・被ばく線量等の記録　　　　　　　　年　　月　　日

所属機関名　　　　　　　　　　 　　　  　　　　　　　　　　    京都大学複合原子力科学研究所
住　所（〒        　　　）　　　　　　　　　　　　　　　   　
　　放射線管理部長　   印
所属機関の放射線取扱主任者等*4　　氏名　　　　　　       　　　　　放射線取扱主任者　 印

	立入者氏名
	性別
	立入期間（月／日）

(１週間を最長とする。)
	貸与された
GBの番号*5
	線量計(PD)のID番号*5
	PD被ばく線量

(μSv)
	備　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	

	
	男・女
	／    ～　　／
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

*1：本書式は実験・工事等、放射線業務を行う外来者が管理区域に立ち入る場合に、原則として担当する所員があらかじめＲＩ管理室に提出すること。なお、外来者が申請する場合は、担当する所員名を付記すること。

*2：業務従事者として立ち入る場合は、当該年度の作業前に「放射線業務従事者証明書」を保健物理室または共同利用掛に提出すること。また、業務従事者として立ち入る場合は、本様式が放射線業務許可書兼放射線業務従事者認定書となる。
*3：本施設は核燃料物質使用施設（令41条対象施設）であり、業務従事者については所属機関において核燃料物質使用施設にかかる放射線業務従事者としての教育訓練を終了していること、一時立入者については当該施設に関する必要な教育について年度教育訓練実施計画を参照し、受講することが必要である。教育した所員は、「教育訓練実施報告書」にその内容を記載して、保健物理室に提出すること。
*4：所属機関において原子炉等規制法に基づく放射線業務従事者である場合は、管理責任者を記載すること。

*5：見学等の一時立入者として立ち入る場合は、GBは不要である。業務従事者として立ち入る場合は、所属機関から個人線量計を持参し、管理区域内では、保健物理室で貸与するガラス線量計(GB)及びポケット線量計(PD)とともに、常時着用しなければならない。作業終了後は、保健物理室にPD、GBを返却すること。なお、GBの結果は所属機関の放射線取扱主任者（管理責任者）に郵送・通知される。
2019.04.01改定


